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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 本日14:00から六角堂祭が行なわれます。病棟から佐々木康子様、古舘　正行様、和田　昌様の3名が参加となります。患者様の移動の際は観察を密にし寒さ対策の為、防寒促して行きましょう。

· 4/20～4/22職員の健診が行なわれています。対象となる項目について確実に実施して下さい。

· 春の会に参加される方はネームプレートを忘れずに持参して下さい。

· 午後、西病棟より佐々木みね様が東合併症室に転入予定となっています。（皮膚の黄染・検査データー異常あり精密検査目的）明日、御家族付き添いにて日赤病院受診となっています。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～終日隔離中です。「部屋から出るのが怖い、物に当たりたくなる」との発言聞かれますが、突発行為なく入浴時間を持つ事出来ています。スタッフと会話する事により笑顔も見られて来ています。夜間睡眠は確保されていますが、起立時及び歩行時のふらつきが若干見られています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　以前はお膳を投げたり、スタッフに対しての暴力等、すぐに行動化していましたが、現在は自分の不安感やイライラを口に出して表現する事が出来ています。本人に状態の変化を振り返って頂き、評価している事伝えていきましょう。開放時間について本人も不安感ある様子です。少しづつでも刺激に対する耐性を整えて行く為、充分に本人と話合いを持つ事が必要と思われます。

野沢　英貴様～時間隔離中（21時～8時）です。日中他者の衣類を脱がせ着衣されたり、放尿、窓の開放等、迷惑行為は見られますが服薬調整前に比べ若干少なくなって来た様子が伺えます。隔離開始後、静かに休まれ夜間の睡眠も確保出来ています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　日中の迷惑行為について他者とのトラブルの可能性もありますので、本人の所在を確認し観察を密にしていきましょう。なかなか理解して頂く事は難しい方ですが、行為が見られた際は何故行なったのか、やってはいけない事なのかその都度説明していきましょう。

＜新入院・要観察患者様について＞

相内　ノブ様（97歳）医療保護入院　主治医：院長　病名：アルツハイマー型痴呆

目的：♯1痴呆症状の観察

　　　♯2問題行動の程度を把握

　　　♯3微熱と身体症状の回復

　　　♯4介護認定と今後の方針の決定

計画：①身体症状の変化を早急にとらえ、医師やチームスタッフと早期に情報交換し対処して行

く。

②食事・飲水チェック及び介助を行い、必要摂取量確保の為のサポートを行なう。

③安全な入院生活を送る為に個室利用と生活レベルの密な関わりを実施する。

中村　兼男様（69歳）任意入院　主治医：川端　病名：反社会性人格障害　詐病（疑）

目的：症状の観察、必要があれば薬物調整

計画：①入院生活に対する取り組み姿勢について密に観察し、介入時アドバイスをして行く。

　　　②睡眠の程度について客観的なデータを本人に伝えて行く。　

　　　

※情報収集に努め、問題点のアプローチを確実にカルテに記載して行きましょう。







